
 

        

 

 

 
 

保健主事       
 

４月 15 日（月）、札幌市は観測史上最も早く、夏日を迎えました。その日 
の最高気温は、なんと 26.2℃だったそうです。それまでとの気温差から、 
熱中症に警戒するようにニュースでも数多く取り扱われておりましたので、 
御記憶の方も多いかと思います。その後、一旦気温は下がりましたが、18 
日にはこれからの１か月予報として「全国的に気温が高くなる見込み」と発

表されています。 
嫌でも思い出すのは、最近の夏の暑さです。今まで経験したことのない暑さに、心底参っ

たという方もたくさんいらっしゃるのではないでしょうか。また、気象庁は今年の夏の天候

の見通しとして「全国的に平均気温が高い見込み」と２月に発表しています。昨今の気候変

動により、「北海道は夏でも涼しい」という通念は、今や過去のものになりつつあると言え

そうです。 
近年の暑さに対して、国や自治体の対策が始まっています。例えば、札幌市の全ての公立

小中学校では、保健室にクーラーが設置されました。暑さにより体調を崩した子どもは、涼

しい環境で休むことができます。また、札幌市では今年度、夏休みを昨年度までよりも１週

間延ばし、冬休みを１週間縮めるという措置をとりました。この措置により、８月末の残暑

の厳しさの中で学習することを避けようという考えです。これらは学校や自治体などが組織

的に協力し、子どもたちの安全を守るために努力してい

るところです。 
昨年度はまた、保護者の皆様がお子さんを暑さから守

ろうとする努力が、たくさん見受けられた一年でもあり

ました。例えば、水筒を持参させる、冷感タオルを持た

せる等です。学校としても大変ありがたく、保護者の皆

様が子どもの安全を守るために御協力していただいて

いることが伝わってきました。 
学校が全校児童分の冷感タオルを用意することや、御

家庭に学校のクーラー設置を依頼することは、どちらも 
現実的ではなく、難しいでしょう。自治体や学校ができ 
ることと、御家庭ができることは、それぞれ範囲が異な 
ります。しかし、両者がそれぞれにできることを精一杯行うことで、子どもの安全をより確

保していけるものと思います。 
学校としては、保護者の皆様のお力を借りつつ、学校としての役割を果たし、子どもたち

の健康や安全を守っていきたいと思っております。これから先の季節、かなりの暑さが予想

されますし、ゴールデンウィークが明けると、運動会の練習も入ってきます。学校からは、

水筒の中身に関する連絡などが発出されております。お子さんの安全のためにも、今一度御

確認いただき、共に子どもの安心・安全を守るための御協力をお願いいたします。 
 
 

保健室に設置されたクーラー 
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